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現在はヘム縫いの担い手不足  

 

タ オ ル の ヘ ム 縫 い は 、 か つ て 多 く の 家 内 労 働 者   が 従 事 し て お

り 、 と く に 農 業 の 傍 ら 女 性 が 副 業 と し て 携 わ り 、 タ オ ル 工 業 の 発 展

を 長 ら く 支 え て き た 。 し か し 、 199 0 年 代 以 降 タ オ ル 不 況 に 直 面 し

た こ と 、 女 性 の 働 き 方 が 変 わ っ た こ と 、 農 家 の 減 少 で 動 力 ミ シ ン を

置 く 納 屋 が 減 少 し た こ と な ど の 複 合 要 因 に よ っ て 、 タ オ ル の ヘ ム 縫

い を 担 う 家 内 労 働 者 が 減 少 し て い る 。 対 応 を 迫 ら れ た タ オ ル メ ー カ

ー は 、 外 注 に 頼 っ て い た ヘ ム 縫 い を 自 社 の タ オ ル 工 場 で 賄 う よ う に

な っ た 。 も ち ろ ん 、 家 内 労 働 者 が い な く な っ た わ け で は な い が 、 タ

オ ル 需 要 に 対 し て ヘ ム 縫 い の 担 い 手 が 足 ら ず 、 加 工 が 間 に 合 っ て い

な い の が 現 状 で あ る 。  

 厚 生 労 働 省 の「 令 和 2 年 度 家 内 労 働 等 実 態 調 査 の 概 況 」に よ る と 、

家 内 労 働 者 の 年 齢 は 「 7 0 歳 以 上 」 が 2 9 . 3 % で も っ と も 多 く を 占 め

て お り 、 平 均 年 齢 は 58 . 9 歳 と な っ て い る が 、 年 々 高 齢 化 傾 向 に あ

る 。 性 別 で は 、「 男 性 」 1 0 . 5 % 、「 女 性 」 8 9 . 5 % と な っ て お り 、 圧 倒

的 に 女 性 が 多 い 。  

表 1 で 200 3 年 か ら

2 0 2 0 年 に お け る 家 内 労

働 者 の 年 齢 別 推 移 を み る

と 、 7 0 歳 以 上 の 家 内 労 働

者 が 増 加 し て い る の に 対

し 、2 0 0 3 年 時 点 で は 上 位

を 占 め て い た 6 0 〜 7 0 歳

未 満 と 5 0 〜 6 0 歳 未 満 が

減 少 し 、と り わ け 5 0 〜 6 0

歳 未 満 の 下 げ 幅 が 大 き

い 。 こ の 表 は 全 産 業 を 対

象 に し て い る た め 、 タ オ

ル を 含 む 繊 維 工 業 に つ い

 

 

フ ェ イ ス タ オ ル や タ オ ル マ フ ラ ー な ど  

さ ま ざ ま な 種 類 の タ オ ル に 仕 上 げ と し て 縫 製

（ ヘ ム 縫 い ） 加 工 す る  

（ 今 井 タ オ ル 本 社 シ ョ ー ル ー ム に て 撮 影 ）  

LOOKS
ノート注釈
厚生労働省によると、いくつかの定義がある。まず、家内労働者は、「物品の製造、加工等若しくは販売又はこれらの請負を業とする者から、原材料等の提供を受け、主として労働の対償を得るために、物品の製造又は加工等に従事する者であって、同居の親族以外の者を使用しないことを常態とするもの」である。内職的家内労働者は、「主婦や高齢者等世帯主以外の家族であって、世帯の本業とは別に家計の補助等のため家内労働に従事する者」である。さらに、副業的家内労働者は、「他に本業を有する世帯主であって､本業の合間に単独で又は家族と共に家内労働に従事する者」である。
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て の 詳 細 は わ か ら な い が 、 家 内 労 働 者 が 高 齢 化 し て い る こ と は 間 違

い な い だ ろ う 。  

 

 

表 1  2 0 0 3 年 か ら 2 0 2 0 年 に お け る 家 内 労 働 者 の 年 齢 別 推 移

（ ％ ）  

 

注 ： 2 0 1 1 年 か ら 2 0 2 0 年 に つ い て は 「 不 明 」 の 項 目 が あ り 、 そ れ ぞ れ 以 下

の よ う に な っ て い る 。2 0 1 1 年（ 1 . 1 % ）、2 0 1 4 年（ 0 . 8 % ）、2 0 1 7 年（ 0 . 5 % ）、

2 0 2 0 年 （ 0 . 4 % ）。  

出 典 ： 厚 生 労 働 省 「 家 内 労 働 等 実 態 調 査 」（ 2 0 0 3 年 、 2 0 0 6 年 、 2 0 1 1 年 、

2 0 1 4 年 、 2 0 1 7 年 、 2 0 2 0 年 ） よ り 作 成 。  
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藤 原 直 美 氏 の よ う に 、 タ オ ル メ ー カ ー で 縫 製 を 専 業 に お こ な う 技

術 者 を 厚 生 労 働 省 の 「 職 種 解 説 」 で は 「 ミ シ ン 縫 製 工 」 と 定 義 し て

お り 、「 動 力 ミ シ ン や 特 殊 ミ シ ン に よ る 縫 製 の 作 業 に 従 事 す る 者 」に

限 定 し て い る 。  

 藤 原 氏 が 今 井 タ オ ル に 入 社 し た

2 0 1 2 年 は 、 J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支

援 事 業 （ 中 小 企 業 庁 ） の 効 果 に よ っ て

今 治 タ オ ル の 生 産 が 若 干 盛 り 返 し た

と き で あ り 、今 治 タ オ ル 工 業 組 合 が 認

証 す る 商 品 認 定 マ ー ク 「 i m ab a r i  

t owe l  J a pan 」が す で に タ オ ル に 付 け

ら れ て い た （ J A P A N ブ ラ ン ド 育 成 支

援 事 業 に つ い て は「 タ オ ル び と 」2 013

年 4 月 号 〜 7 月 号 を 参 照 ）。そ の た め 、

製 品 化 さ れ た タ オ ル の す べ て で は な

い が 、 自 社 ブ ラ ン ド の 場 合 で も O E M の 場 合 で も 、 ヘ ム 縫 い の 際 に

ロ ゴ マ ー ク を 縫 い 合 わ せ る 手 間 が く わ わ っ た 。 ロ ゴ マ ー ク の サ イ ズ

が 小 さ い た め 、素 人 目 に は か な り 困 難 な 作 業 に み え る が 、「 難 し い で

す が 、慣 れ で す よ 」と 藤 原 氏 は 言 う 。ヘ ム 縫 い で 失 敗 す る こ と は 9 9 %

な い こ と を 考 え る と 、 や は り 縫 製 技 術 の 高 さ が 要 求 さ れ る 。  

最 近 で は 、 コ ロ ナ 禍 が タ オ ル 業 界 に も 影 響 を 与 え て お り 、 生 産 量

が 減 少 し た 。 よ う や く コ ロ ナ 禍 が 落 ち 着 い て き て は い る も の の 、 藤

原 氏 が 今 井 タ オ ル に 入 社 し て 以 来 、 初 め て 経 験 す る 「 余 裕 の あ る 仕

事 量 」で あ る 。「 コ ロ ナ 時 は ヘ ム 縫 い の 仕 事 が 若 干 減 り ま し た ね 。ヘ

ム 縫 い に 携 わ っ て 1 2 年 間 で す が 、 タ オ ル 業 界 に と っ て は い ま が 一

番 た い へ ん な と き で す ね 。」  

タ オ ル 需 要 は 、 他 の 消 費 財 と お な じ よ う に 社 会 経 済 状 況 の 変 化 に

敏 感 に 反 応 す る が 、 ど の よ う な 状 況 下 で も タ オ ル は わ れ わ れ に と っ

て 日 常 品 と し て 不 可 欠 な 財 に 変 わ り は な い 。  

 

 

出 典 ： 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 H P  
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4 .  お 気 に 入 り の 本 、 詩 、 そ し て 歌  

 

人生指南の本と、人生の機微を描 く本  

 

 藤 原 氏 の お 気 に 入 り の 本 か ら 紹 介 し よ う 。1 冊 目 は『 痛 快 ! 寂 聴  仏

教 塾 』（瀬 戸 内 寂 聴 、集 英 社 、2 0 0 0 年 ）で あ る 。藤 原 氏 が 辛 い と き 、

し ん ど い と き に ペ ー ジ を 開 い て 元 気 を も ら う 本 で あ る 。 と く に 好 き

な 言 葉 は 「 笑 顔 の プ レ ゼ ン ト 」（ 同 書 、 2 6 - 2 7 頁 ） で あ る 。 こ の ペ

ー ジ は 何 度 も 繰 り 返 し 読 ん で い る 。 要 約 す る と 、 以 下 の よ う な 内 容

で あ る 。  

 

   

左 ： 瀬 戸 内 寂 聴 『 痛 快 ! 寂 聴 仏 教 塾 』 集 英 社 イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 、 2 0 0 0 年 。  

（ 今 治 市 立 中 央 図 書 館 所 蔵 ）  

右 ： お ー な り 由 子 『 3 6 5 日 の ス プ ー ン 』 大 和 書 房 、 2 0 1 6 年 。  

 

 仏 教 の 教 え で は 、「 あ の 世 」 に 行 く ま え に 6 つ の 修 行 が あ り 、 そ

れ が 布 施
ふ せ

、 持 戒
じ か い

、 忍 辱
に ん に く

、 精 進
しょうじん

、 禅 定
ぜんじょう

、 智 慧
ち え

で あ る 。 こ の な か の 布 施
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に は プ レ ゼ ン ト と い う 意 味 が あ っ て 、 他 者 に 笑 顔 を プ レ ゼ ン ト す る

こ と を 「 和 顔 施
わ が ん せ

」 と 言 う 。 和 顔 施 は 立 派 な 布 施 で あ り 、 苦 し ん で い

る 人 や 悲 し ん で い る 人 に 笑 顔 を プ レ ゼ ン ト す る こ と で 、 み ず か ら も

行 を 積 ん で い る の で あ る 。  

2 冊 目 は 、『 3 6 5 日 の ス プ ー ン 』（ お ー な り 由 子 、大 和 書 房 、201 6

年 ） で あ る 。 こ の 本 は 、 藤 原 氏 が よ く 聴 い て い る 地 元 ラ ジ オ 局 「 ラ

ヂ オ バ リ バ リ 今 治 」 の 番 組 の な か で 紹 介 さ れ て い た 。 藤 原 氏 は 、 そ

の 内 容 に 興 味 を も っ た の で 読 ん で み る こ と に し た 。す る と 、3 6 5 日 、

毎 日 の 日 常 が 詩 的 に 描 か れ て お り 、 作 者 の お ー な り 由 子 氏 の 感 性 が

溢 れ 出 し て い た 。本 の 帯 に「 今 日 い ち に ち  ス プ ー ン 一 杯 の ま ほ う を

か け よ う 。」と あ る よ う に 、一 日 一 日 の 小 さ な 幸 せ が 人 生 の 機 微 と と

も に 描 か れ て い る 。  

 

「心 に太陽を持て」  

 

 つ ぎ に 、 藤 原 氏 が 好 き な 詩 で あ る 。 ド イ ツ の 詩 人 ・ ツ ェ ー ザ ル ・

フ ラ イ シ ュ レ ン の 「 心 に 太 陽 を 持 て 」 だ 。 日 本 語 訳 は 山 本 有 三 に よ

る も の が 有 名 で あ る（ 山 本 有 三 編 著『 心 に 太 陽 を 持 て 』新 潮 社 、198 5

年 ）。フ ラ と 音 楽 が 好 き な 藤 原 氏 の た め に 創 ら れ た 、エ ー ル の 詩 で あ

る 。 心 に 元 気 や 勇 気 を 与 え て く れ る こ の 詩 の 全 文 に 、 ぜ ひ と も 触 れ

て ほ し い 。  

ツ ェ ー ザ ル ・ フ ラ イ シ ュ レ ン C ä s a r  F l a i s c h l e n は 、 1 864 年 に

ド イ ツ の シ ュ ト ゥ ッ ト ガ ル ト に 生 ま れ た 詩 人 で あ る 。 フ ラ ン シ ュ レ

ン は 、「 心 に 太 陽 を 持 て H ab '  Son n e  i m  H e r z e n 」 の 作 者 と し て 日

本 で は 著 名 で あ る 。 世 界 で も 英 語 を は じ め 、 フ ラ ン ス 語 、 ス ペ イ ン

語 、 ハ ン ガ リ ー 語 、 イ タ リ ア 語 、 オ ラ ン ダ 語 な ど 多 く の 言 語 に 訳 さ

れ て い る 。  

山 本 有 三 は 、 188 7 年 に 栃 木 県 下 都 賀 郡 栃 木 町 （ 現 ・ 栃 木 市 ） に

生 ま れ 、 東 京 帝 国 大 学 独 文 科 を 卒 業 後 、 劇 作 家 と し て 徐 々 に 表 舞 台

に 出 て き た 。 そ の 後 、 大 正 期 に 『 女 の 一 生 』 や 『 真 実 一 路 』、『 路 傍
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の 石 』 な ど 有 名 な 作 品 を 手 が け た 。「 心 に 太 陽 を 持 て 」 は 、 ド イ ツ 文

学 者 の 高 橋 健 二 が 山 本 有 三 に 紹 介 し 、『日 本 小 国 民 文 庫 』（全 1 6 巻 、

1 9 3 5 〜 1 937 年 、新 潮 社 ）に 収 録 さ れ た の が 最 初 で あ る が 、山 本 有

三 の 要 望 に よ り 19 81 年 に 新 潮 文 庫 と し て 刊 行 さ れ た 。  

高 橋 健 二 も 山 本 有 三 と お な じ 東 京 帝 国 大 学 独 文 科 を 卒 業 し て お り 、

1 9 3 1 年 か ら ド イ ツ へ 1 年 半 ほ ど 留 学 し て い た 際 に フ ラ イ シ ュ レ ン

の「 H ab '  Son n e  i m  H e r z e n 」を 知 り 、帰 国 後 に 日 本 放 送 協 会（ N HK ）

の ラ ジ オ ド イ ツ 語 講 座 で と り 上 げ て い る 。  

 

 

 

山 本 有 三 編 著 『 心 に 太 陽 を 持 て 』 新 潮 社 （ 新 潮 文 庫 ）、 2 0 0 3 年  

（ 今 治 市 立 図 書 館 所 蔵 ）  

 

 

「フラ」と「中島みゆき」は相性がいい  

 

 そ し て 、 最 後 は 歌 を 紹 介 し よ う 。 フ ラ ・ ア ウ ア ナ に 使 わ れ る 音 楽

は 、 ハ ワ イ 生 ま れ の 音 楽 だ け で な く 日 本 の ポ ッ プ ・ ミ ュ ー ジ ッ ク や

ニ ュ ー ・ ミ ュ ー ジ ッ ク な ど も ア レ ン ジ さ れ 、 踊 り の バ ッ ク ・ ミ ュ ー
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ジ ッ ク に よ く 使 用 さ れ る 。 藤 原 氏 は 、 フ ラ の 定 番 曲 も 好 き だ が 、 中

島 み ゆ き の 「 糸 」 は お 気 に 入 り の 曲 で あ る 。 フ ラ と 中 島 み ゆ き は 意

外 と 相 性 が い い 。  

（ 完 ）  

（ 文 責 ・ イ ン タ ビ ュ ー ： 辻 智 佐 子 ）  

 

 

 

 

 

参 考 文 献  

阿 部 克 行「 戦 後 復 興 の 麒 麟 児  今 井 茂 樹 」今 治 繊 維 リ ソ ー ス セ ン タ ー

『 テ キ ス タ イ ル ・ レ ポ ー ト 』V o l . 8 、四 国 タ オ ル 工 業 組 合 、2 0 0 6 年

2 月 、 1 - 2 頁 。  

荻 原 智 美 「 現 代 日 本 に お け る ハ ワ イ の 伝 統 舞 踊 フ ラ の 位 置 付 け ： 予

備 的 考 察 」国 立 音 楽 大 学 大 学 院『 音 楽 研 究 ： 大 学 院 研 究 年 報 』第 3 0

号 、 2 0 2 1 年 3 月 、 2 1 7 - 2 3 2 頁 。  

尾 崎 一 水 編 『 愛 媛 県 商 工 総 覧 』 増 田 兄 弟 活 版 所 、 195 0 年 。  

越 智 進 『 タ オ ル と 共 に 生 き た 五 十 年 』 ㈲ 日 の 出 印 刷 、 1 9 9 0 年 。  

鳥 丸 聡 「 連 載 ： 変 革 期 に 挑 む 九 州 の 底 地 か ら （ 第 1 5 回 ） 九 州 の 多

様 な 集 客 戦 略 」 ア ジ ア 成 長 研 究 所 『 東 ア ジ ア へ の 視 点 』 第 2 4 巻 3

号 、 2 0 1 3 年 、 5 9 - 6 7 頁 。  

日 本 バ ス 協 会 編 『 2 020 年 度 版 （ 令 和 2 年 度 ） 日 本 の バ ス 事 業 』 第

5 9 巻 、 日 本 バ ス 協 会 、 2 0 2 0 年 。  

 

 

編 集 後 記  

 「 タ オ ル び と 」に 登 場 す る 方 々 を ど の よ う に 探 し て い る の か と い う 質 問 を

た ま に 受 け ま す 。「 タ オ ル び と 」 制 作 プ ロ ジ ェ ク ト の メ ン バ ー を は じ め 、 今

治 タ オ ル 工 業 組 合 や 愛 媛 県 繊 維 染 色 工 業 組 合 、 今 治 地 場 産 業 振 興 セ ン タ ー 、



「タオルびと」2025 年 3 月号（藤原直美氏編④） 
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今 治 商 工 会 議 所 な ど 、地 元 の 多 く の 方 々 に 推 薦 し て い た だ き 、依 頼 を か け て

い ま す 。 地 元 の ネ ッ ト ワ ー ク が あ っ て こ そ 、「 タ オ ル び と 」 は 成 り 立 っ て い

ま す 。今 回 ご 登 場 い た だ い た 藤 原 直 美 さ ん も 、こ う し た ネ ッ ト ワ ー ク か ら 生

ま れ た 出 会 い で す 。  

 わ た し に と っ て 藤 原 さ ん の イ メ ー ジ カ ラ ー は ピ ン ク で す 。最 初 に お 会 い し

た と き も イ ン タ ビ ュ ー の と き も 、そ の 印 象 は 変 わ り ま せ ん で し た 。若 い 頃 か

ら フ ァ ッ シ ョ ン に 敏 感 で 、 踊 り や 歌 な ど 楽 し い こ

と が 大 好 き な 感 性 豊 か な 藤 原 さ ん 。 そ れ も あ っ て

か 、 藤 原 さ ん は ユ ニ ー ク な 感 度 の 持 ち 主 で あ り 、

ま た 人 間 観 察 力 が 鋭 い で す 。 多 く の 人 が ス ル ー し

て し ま う と こ ろ で 感 心 し た り 、 記 憶 に 留 め た り 、

実 行 し て み た り ・ ・ ・ 。   

 ス イ ー ツ 好 き の 藤 原 さ ん が イ ン タ ビ ュ ー 当 日 、

わ ざ わ ざ も っ て き て く れ た 「 ラ ム リ ン 」（ 写 真 ） で

す が 、こ れ を 選 ぶ 感 性 は や は り 格 別 で す 。な ん と も キ ュ ー ト な ネ ー ミ ン グ の

ラ ム リ ン は 、カ ス テ ラ に ラ ム 酒 を 染 み 込 ま せ た 大 人 ス イ ー ツ で す 。今 治 で 5 0

年 近 く 菓 子 を 製 造 ・ 販 売 し て い た 「 く ろ ふ ね 菓 舗 」 が つ く っ て い ま し た が 、

2 0 2 1 年 6 月 に 閉 店 し て し ま い ま し た 。 と こ ろ が 、 2 0 2 2 年 4 月 に 菓 子 卸

業 の （ 株 ） ア リ ス タ 木 曽 が 復 活 さ せ ま し た 。 ラ ム リ ン を ほ お ば る と 、 自 然 と

笑 顔 に な り ま す 。  

ラ ム リ ン 食 べ て 「 和 顔 施 」 な り 。  

 

 

次 回 の 「 タ オ ル び と 」   

「 タ オ ル び と 」 の 4 0 人 目 は 、 今 治 繊 維 リ ソ ー ス セ ン タ ー 「 タ オ ル

縫 製 士 養 成 所 」 の 初 代 指 導 者 と し て 活 躍 中 の 村 上 雪 美 氏 で あ る 。 幼

少 時 代 か ら タ オ ル と 縁 の 深 い 村 上 氏 は 、 ど の よ う な 経 緯 で 縫 製 技 術

者 の 育 成 に 携 わ る よ う に な っ た の か 、 ま た ど の よ う な 思 い で タ オ ル

と 向 き 合 っ て き た の か に つ い て 話 を う か が う 。  

 

 

 


